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　第
二
十
一
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
五
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
冊
子
は
当

日
の
発
表
内
容
を
収
録
し
た
も
の
で
す
。

　本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
の
社
会
状
況
の
中
、
例
年
と
異
な
る
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
研
究
発
表
は
四
名
の
方
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
す
べ
て
リ
モ
ー
ト
（Zoom

）
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
聴
講
者
の
参
加
も
な
し
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
数
は
例
年
よ
り
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
今
の
社
会
状
況
を
鑑
み
た
寺
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
模
索
・
考
察
す
る
貴
重
な
発
表
も

あ
り
ま
し
た
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い

　さ
て
、
こ
れ
も
例
年
と
は
異
な
り
ま
す
が
「
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
い
か
に
生
き
る
か
、『
立
正
安
国
論
』
に
問
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
般
の
社
会
情
勢
が
ま
さ
に
『
立
正
安
国
論
』
に
示
さ
れ
る
「
天
変
地
妖
飢
饉
疫
癘
、
遍
く
天
下

に
満
ち
」（
定
遺
二
〇
九
頁
）
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
た
上
で
、
こ
の
宗
祖
の
語
ら
れ
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
現
代

に
お
い
て
具
体
実
践
に
繋
げ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
議
論
が
為
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
現
代
宗
教
研
究
所
主
任

を
お
勤
め
に
な
ら
れ
た
三
人
の
方
々
、
赤
堀
正
明
師
、
影
山
教
俊
師
、
髙
佐
宣
長
師
に
、
研
究
員
の
古
河
良
啓
師
、
水
谷
進
良
師
、
三
原

正
資
所
長
を
加
え
た
面
々
で
活
発
な
意
見
の
や
り
取
り
が
為
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
誌
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　最
後
に
、
当
大
会
は
本
宗
教
師
は
勿
論
の
こ
と
、
寺
族
、
檀
信
徒
に
も
門
戸
を
開
い
た
研
究
研
鑽
の
証
を
発
表
す
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
研
究
成
果
を
多
く
の
方
々
に
知
見
し
て
頂
き
、
宗
門
研
究
機
関
発
展
へ
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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